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議会だより

あなたと議会を結ぶ確かな情報と信頼

しもにたバスに
  新車両導入
　国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生

臨時交付金」を財源に購入

　低床で乗降しやすく、車いすスペースも確保



前年度比 4億 8,500 万円の減額（▲ 9.37％）
令和２年度予算が、令和元年１０月発生の台風１９号

災害復旧予算を計上したため、相対的に大幅減額

令和３年度　一般会計予算

歳入歳出 ４６億９，１００万円

■主要事業
（　　）内は町一般財源以外の財源 ( 単位：万円 )

事　　業　　名　　等 予算額

ふるさと納税促進事業　※寄附見込額 7,000 万円 ３,４８０

子供のインフルエンザワクチン接種　※１８歳以下対象 ・自己負担額 1,200 円 １７５

成人男性に対する風しん追加対策　（国 141 万円）　 ３６４

新型コロナウイルスワクチン接種事業　（国 5,192 万円）　 ５,１９２

下仁田南牧医療事務組合負担金

（交付税 2億 5,369 万円 ・過疎債 5,410 万円 ・ ふるさと下仁田応援基金 1,550 万円）　
３億４,８８３

甘楽西部環境衛生施設組合負担金　（ゴミ袋販売収益 390 万円） 1億５,９１０

広域市町村圏振興整備組合消防 ・医療対策等負担金 ２億２,５６９

新卒者雇用促進事業補助金 ６０

農業次世代人材投資資金　（県 150 万円） １５０

有害鳥獣駆除対策　（県 1,203 万円） １,９９３

地域おこし協力隊事業　　※農林部門２名 ７０３

特用林産物生産活力アップ事業補助金　（県 446 万円） ５３５

下仁田町ぐんまの木で家づくり支援事業 １２０

ぐんま緑の県民基金事業　（県 846 万円 ・ ふるさと下仁田応援基金 320 万円） ２,１４７

森林経営管理事業　（森林環境譲与税 3,006 万円 ・森林環境譲与税基金 2,454 万円） ５,４６１

中小企業新規取引開拓支援事業補助金 ２０

産業支援事業補助金 １７

創業支援事業補助金 ３００

風穴バス運転委託　（寄附金 18万円 ・ ふるさと下仁田応援基金 159 万円） １７７

※適応指導教室設置 ３９

英語検定受験料補助金 １８

ALT招致　２名分 ９６３

春秋館国史跡指定記念事業負担金　（県 25 万円） ５０

ジオパーク運営　（諸収入 1万円） ６２２

学校給食センター調理等業務委託 ２,９４０

給食物資購入事業
（南牧村負担金 267 万円 ・給食費納入金 340 万円 ・ ふるさと下仁田応援基金 1,200 万円）

２,０９６

予

　

　

算

2２０２１ 春号
※適応指導教室とは

長期欠席している不登校児童生徒を対象に、学校とは別の公的施設等で部屋を用意し、学習
援助をしながら、学校への復帰を目標に運営している教室のこと。



（　　）内は町一般財源以外の財源 ( 単位：万円 )

事　　業　　名　　等 予算額

小規模農村整備事業　※東野牧小河原地内道路 ・水路　（県 869 万円 ・過疎債 600 万円） １,９３１

林道等維持補修事業　（公共施設等整備基金 500 万円） １,４６８

県単林道改良事業　（県 1,500 万円 ・過疎債 1,500 万円） ３,０００

急傾斜地崩壊対策事業受益者負担金　（防災対策事業債 400 万円） ４００

公共土木施設維持補修　（道路使用料 75万円 ・ ふるさと下仁田応援基金 300 万円） ２,１６３

過疎道路 （基幹） 整備　（過疎債 4,640 万円） ４,６４２

橋梁維持管理　（国 2,930 万円 ・過疎債 1,840 万円 ・過疎債ソフト分 870 万円） ５,６８７

交通安全施設整備 １４９

治水砂防対策　※馬山光陽団地久保沢川　（防災対策事業債 2,310 万円） ２,３１０

吉崎 ・ しらかば団地浴室等改修工事　（国 317 万円 ・使用料 7万円 ・公営住宅債 720 万円） １,０４４

荒船風穴３号風穴保存工事他　（国 1,193 万円 ・県 596 万円 ・過疎債 560 万円） ２,３８７

●定住促進事業 ( 単位：万円 )

ねぎとこんにゃく下仁田奨学金事業 （奨学金基金 660 万円 ・ ふるさと下仁田応援基金 1,500 万円） ２,７５４

定住促進奨励金　※１戸 25 万円　（ふるさと下仁田応援基金 280 万円） ３５０

空き家等利活用事業補助　（ふるさと下仁田応援基金 260 万円） ３３０

移住支援金補助金　（県 150 万円） ２００

●少子高齢化対策事業 ( 単位：万円 )

集落高齢者等タクシー利用券交付 ２４０

出産祝金　※1子5万・2子10万・3子20万　（ふるさと下仁田応援基金180万円） １８０

入学祝金　※祝金3万円＋商品券2万円　小学校入学17人・中学校入学30人 （子育て支援基金235万円）　 ２３５

不妊不育治療費助成　（ふるさと下仁田応援基金 100 万円） １００

結婚祝金　※１組 5万円 ２５

結婚新生活支援事業交付金　（県 15 万円） ３０

保育料無償化に係る副食費等対応町負担増分　（子育て支援基金 172 万円） １７２

群馬県子育て環境づくり推進補助金　（県 250 万円） ３７５
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３
月
定
例
会
の
概
要

▼
８
日
　
開
会
日

　

会
期
を
18
日
ま
で
と
す
る
決

定▼
10

日
　
議
案
の
上
程
・
採
決

・
下
仁
田
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
他
、
全
14
議
案
を
上
程
可
決

・
令
和
２
年
度
下
仁
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
５
号
）
や

令
和
３
年
度
下
仁
田
町
一
般
会

計
予
算
他
、
全
12
議
案
を
予
算

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託

・
陳
情
２
件
を
総
務
及
び
社
会

経
済
常
任
委
員
会
に
付
託

▼
12

日
　
社
会
経
済
常
任
委
員
会

　

付
託
さ
れ
た
陳
情
の
審
査

▼
16

日
　
総
務
常
任
委
員
会

　

付
託
さ
れ
た
陳
情
の
審
査

▼
11

・
15

日
　
予
算
決
算
特
別

委
員
会

　

付
託
さ
れ
た
案
件
の
審

▼
18

日
　
最
終
日
・
採
決

・
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）
他
、
追
加
議

案
を
含
む
全
14
議
案
を
可
決
。

・
陳
情
２
件
を
採
択
と
継
続
審

査

予

算

審議結果は７・８ページをご覧ください。



4２０２１ 春号

▼
主
な
質
疑

◆
令
和
２
年
度
一
般
会
計

　
補
正
予
算
（
第
５
号
）

問　

タ
ク
シ
ー
事
業
者
補
助
事

業
に
つ
い
て
、
他
の
法
人
も

コ
ロ
ナ
禍
で
打
撃
を
受
け
て

い
る
と
思
う
が
。

答　

タ
ク
シ
ー
事
業
は
公
共
性

が
高
く
、
町
で
は
集
落
高
齢

者
等
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交

付
す
る
な
ど
高
齢
者
の
足
と

し
て
の
側
面
も
あ
る
。
経
営

支
援
は
観
光
・
福
祉
・
公
共

交
通
に
お
い
て
も
必
要
と
考

え
た
。

　
　

富
岡
市
や
安
中
市
な
ど
を

参
考
に
、
定
額
金
１
事
業
者

当
た
り
１
０
０
万
円
、
車
両

１
台
当
た
り
５
万
円
支
給
予

定
。

問　

他
の
事
業
に
は
補
助
し
な

い
の
か
。

答　

意
見
を
参
考
に
町
全
体
で

考
え
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

◆
令
和
３
年
度
一
般
会
計

　
予
算

問　

町
長
車
購
入
に
つ
い
て
説

明
を
。

答　

地
域
経
済
等
も
鑑
み
、
買

う
時
期
を
一
考
と
い
う
指
摘

が
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
の
早
期
計
画
策

定
・
予
算
計
上
に
併
せ
て
町

長
車
導
入
を
考
え
て
い
る
。

問　

町
民
の
間
で
も
批
判
的
な

意
見
が
多
い
。
コ
ロ
ナ
禍
も

あ
り
、
こ
の
時
期
に
町
長
車

購
入
と
い
う
の
は
住
民
感
情

と
し
て
も
複
雑
。
再
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
対
策
を
受
け
た

形
で
の
購
入
を
検
討
し
て
い

る
。

問　

車
を
買
う
こ
と
は
反
対
で

は
な
い
。
購
入
し
て
、
い
か

に
外
交
に
使
う
か
が
重
要
。

答　

新
幹
線
の
利
用
が
制
限
さ

れ
て
、
車
の
重
要
性
が
増
し

て
お
り
、
有
効
活
用
し
た
い
。

問　

議
場
で
の
総
務
課
長
の

答
弁
と
予
算
決
算
特
別
委
員

会
で
の
秘
書
係
長
の
答
弁
に

差
異
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る

が
、
統
一
見
解
を
述
べ
て
欲

し
い
。

答　

議
場
で
は
、
購
入
時
期

を
一
考
し
た
い
と
お
答
え
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
対
す
る
経

済
対
策
を
講
じ
た
上
で
、
目

途
が
立
っ
た
ら
、
購
入
を
考

え
て
い
き
た
い
。

問　

町
長
が
は
っ
き
り
答
弁
す

べ
き
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
対
策
を
行
っ
た

上
で
、
購
入
し
た
い
。

問　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
搭
載
庁
用
車
数
は

何
台
か
。

答　

庁
用
車
数
84
台
の
内
、
Ｅ

Ｔ
Ｃ
搭
載
車
両
は
18
台
。

問　

電
波
法
改
正
で
２
０
２
２

年
12

月
以
降
に
一
部
の
Ｅ
Ｔ

Ｃ
が
使
用
不
能
と
な
る
が
、

そ
の
対
応
は
。

答　

使
用
不
能
と
な
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ

は
平
成
19
年
以
前
に
製
造
さ

れ
た
機
種
で
、
メ
ー
カ
ー
へ

の
確
認
作
業
を
し
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ

入
替
対
応
を
進
め
る
。

問　

公
民
館
費
の
図
書
購
入
費

40

万
円
の
内
容
説
明
を
。

答　

４
０
０
冊
前
後
の
一
般
図

書
、
子
ど
も
向
け
図
書
の
購

入
費
。
利
用
者
か
ら
の
リ
ク

エ
ス
ト
や
新
刊
を
選
査
し
、

文
芸
、
実
用
、
ビ
ジ
ネ
ス
、

経
済
、
経
営
、
児
童
書
、
学

習
参
考
書
な
ど
、
そ
の
時
の

ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て
購
入
。

問　

消
防
団
の
分
団
内
統
合
で

第
２
分
団
土
谷
沢
詰
所
が
廃

止
と
な
っ
た
が
、
建
物
の
利

活
用
は
。

答　

選
挙
投
票
所
と
し
て
使
用

し
て
い
る
た
め
、
選
挙
担
当

係
と
相
談
す
る
。

問　

出
産
祝
金
の
見
込
み
人
数

は
。

答　

令
和
３
年
度
は
第
１
子

５
万
円
を
６
人
、
第
２
子

10
万
円
を
５
人
、
第
３
子
以

降
20
万
円
を
５
人
で
予
算
計

上
。

問　

風
穴
の
管
理
用
駐
車
場
に

つ
い
て
、
※
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー

ン
の
景
観
な
ど
を
気
に
し
て

い
る
よ
う
だ
が
、
見
学
用
駐

車
場
と
し
て
開
放
し
、
交
通

規
制
を
止
め
れ
ば
、
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
も
不
要
に
な
る
の
で

は
。

答　

現
在
、
平
日
は
市
野
萱

大
橋
か
ら
県
道
44
号
線
を
抜

け
て
、
風
穴
下
の
管
理
用
駐

車
場
に
駐
車
し
、
３
０
０
ｍ

歩
く
ル
ー
ト
を
案
内
。
土
日

祝
日
は
、
屋
敷
ル
ー
ト
が
交

通
規
制
で
車
両
通
行
止
の
た

め
、
神
津
牧
場
経
由
で
風
穴

か
ら
８
０
０
ｍ
上
の
駐
車
場

に
駐
車
し
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

利
用
で
風
穴
ま
で
来
て
い
た

だ
く
案
内
を
し
て
い
る
。

　
　

交
通
規
制
解
除
（
緩
和
）

は
、
２
年
前
に
富
岡
警
察
署

交
通
課
と
協
議
を
数
回
行
っ

た
が
、
合
意
を
得
ら
れ
な

か
っ
た
。

予

算

決

算

特

別

委

員

会

予

算

質

疑

※バッファーゾーンとは
資産の普遍的価値の保護のために定める範囲のこと。荒船風穴の場合は周囲の森林や農村集落を含む
148.6ha が該当し、保安林の区域指定や下仁田町景観計画や下仁田町景観条例により保全を図っている。

蔵書約 1万９千冊の公民館図書室



5

予

算

質

疑
問　

体
育
協
会
へ
の
補
助
金
の

大
幅
減
額
理
由
は
。

答　

令
和
３
年
度
か
ら
体
協
専

属
事
務
局
員
を
置
か
な
い
こ

と
と
し
た
た
め
、
人
件
費
分

２
０
０
万
円
を
減
額
。

問　

専
属
事
務
局
員
が
い
な
く

て
も
事
務
が
で
き
る
と
な
る

と
、
こ
れ
ま
で
も
不
要
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

答　

町
財
政
も
勘
案
し
、
ま
た
、

近
隣
市
町
村
を
見
て
も
専
属

事
務
員
を
設
置
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
な
い
。
当
然
職
員
の

事
務
量
は
増
え
る
が
、
補
っ

て
い
く
。

問　

行
革
の
観
点
な
ら
ば
い

い
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の

交
流
や
活
性
化
を
怠
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
さ
れ
た
い
。

問　

給
食
物
資
購
入
事
業
２
，

０
９
６
万
８
千
円
で
保
護
者

負
担
が
無
く
な
る
と
い
う
こ

と
か
。

答　

こ
の
金
額
は
賄
材
料
費
購

入
費
用
。
保
護
者
負
担
の
無

料
化
は
、
こ
れ
ま
で
の
南
牧

村
負
担
金
や
教
職
員
や
給
食

セ
ン
タ
ー
職
員
分
の
納
入
金

に
加
え
て
、
ふ
る
さ
と
下
仁

田
応
援
基
金
を
充
当
す
る
こ

と
に
よ
る
も
の
。

問　

給
食
物
資
購
入
事
業
費
の

財
源
内
訳
を
。

答　

南
牧
村
給
食
費
等
負
担

金
は
児
童
、
生
徒
、
職
員
数

を
給
食
供
給
日
数
で
掛
け
た

額
。
ふ
る
さ
と
下
仁
田
応
援

基
金
繰
入
金
が
下
仁
田
町
の

保
護
者
負
担
額
分
で
、
小
中

学
校
給
食
費
納
入
金
は
教
職

員
、
給
食
セ
ン
タ
ー
職
員
等

の
負
担
分
に
な
る
。

問　

１
食
当
り
い
く
ら
か
。

答　

来
年
度
は
小
学
生
２
８
２

円
、
中
学
生
３
６
６
円
の
予

定
、
経
費
は
概
算
６
６
０
円
。

問　

出
会
い
交
流
事
業
の
イ
ベ

ン
ト
内
容
を
。

答　

平
成
20
年
頃
か
ら
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
交
流
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
。
令
和
２
年

度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
未
実
施

だ
が
、
こ
れ
ま
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど

を
実
施
。
内
容
は
、
実
行
委

員
会
で
検
討
し
て
い
る
。

問　

か
ぶ
ら
の
里
へ
の
補
助
金

が
令
和
３
年
度
で
終
了
と
聞

い
て
い
る
が
、総
額
い
く
ら
か
。

答　

平

成

14

年

か

ら

令

和

３

年

度

ま

で
、

償

還

元

金
利
子
分
総
額
３
億
４
，

６
０
９
万
４
，
３
３
２
円
。

問　

町
が
※
債
務
負
担
行
為
を

し
て
い
る
が
、
残
高
と
終
了

時
期
は
。

答　

令
和
３
年
度
末
で
残
高
は

７
，
５
４
０
万
円
、
令
和
10

年
度
に
終
了
。

問　

集
落
高
齢
者
等
タ
ク
シ
ー

利
用
券
交
付
に
関
し
て
、
年

度
当
初
、
申
請
の
た
め
に
利

用
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
申

請
に
来
な
く
て
も
、
民
生
委

員
に
配
布
し
て
も
ら
う
な
ど

簡
便
な
方
法
は
と
れ
な
い
か
。

答　

民
生
委
員
の
代
理
申
請
も

可
能
だ
が
、
金
券
扱
い
で
あ

り
、
紛
失
し
た
場
合
は
再
発

行
不
可
な
の
で
、
で
き
る
限

り
本
人
又
は
親
族
等
の
責
任

で
受
領
を
し
て
い
た
だ
け
る

と
あ
り
が
た
い
。

問　

放
射
性
物
質
検
査
器
保
守

手
数
料
に
つ
い
て
説
明
を
。

答　

消
費
者
庁
か
ら
の
リ
ー
ス

品
で
、
機
械
の
保
守
点
検
に

要
す
る
費
用
。
町
民
が
食
す

る
食
品
や
給
食
セ
ン
タ
ー
で

の
食
材
の
他
、
水
質
検
査
を

実
施
。

問　

除
染
土
壌
仮
置
場
の
水
質

検
査
の
頻
度
は
。

答　

月
１
回
地
下
水
と
浸
出
水
に

千
沢
川
表
流
水
の
検
査
実
施
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業
の
説
明
を
。

答　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
必
要

な
人
件
費
３
名
分
と
通
勤

費
。
消
耗
品
、
接
種
券
と
予

診
票
の
郵
送
費
用
、
富
岡
甘

楽
共
同
で
開
設
す
る
予
約
セ

ン
タ
ー
電
話
料
、
接
種
券
や

予
診
票
作
成
の
た
め
の
デ
ー

タ
抽
出
に
要
す
る
委
託
料
、

町
民
の
90
％
を
見
込
ん
で
い

る
接
種
に
要
す
る
医
療
機
関

へ
の
委
託
料
、
シ
ス
テ
ム
改

修
費
用
、
予
約
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
運
営
費
用
等
。

問　

基
礎
疾
患
が
あ
る
人
の
対

応
は
。

答　

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相

談
し
て
ほ
し
い
。

問　

成
人
男
性
に
対
す
る
風
疹

追
加
対
策
の
対
象
者
数
は
。

答　

令
和
元
年
度
か
ら
令
和

３
年
度
ま
で
の
事
業
で
、
昭

和
37
年
４
月
２
日
生
ま
れ
か

ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人
が
対
象
。
６
８
９
人

の
対
象
者
の
う
ち
、
実
施
済

２
０
９
人
を
除
く
４
８
０
人

が
対
象
。

問　

未
実
施
の
人
へ
の
周
知
は
。

答　

ハ
ガ
キ
送
付
で
勧
奨
予
定
。

問　

環
境
美
化
巡
視
委
託
料
の

内
容
説
明
を
。

答　

週
２
回
火
曜
日
と
金
曜
日

に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
２
名
委
託
。
町
道
や
公

有
地
に
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご

み
等
の
回
収
を
実
施
。

※債務負担行為とは
事業が単年度で終了せず、後の年度でも負担(支出)をする場合に、あらかじめ
後の年度の債務を約束することを予算で決めておく行為のこと。

学校給食共同調理場 (給食センター：下小裏 )
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問　

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設

組
合
負
担
金
が
前
年
度
当
初

予
算
と
比
較
し
て
５
０
０
万

円
ほ
ど
増
加
し
た
理
由
は
、

所
在
地
交
付
税
が
増
え
た
か

ら
か
。

答　

所
在
地
交
付
税
の
増
加

に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
組

合
へ
の
負
担
金
は
組
合
独
自

財
源
と
歳
出
の
差
額
を
下
仁

田
と
南
牧
両
町
村
で
負
担
し

て
お
り
、
歳
出
自
体
は
前
年

度
同
様
だ
が
、
歳
入
で
販
売

手
数
料
な
ど
が
減
少
し
た
こ

と
と
、
前
年
度
は
基
金
取
り

崩
し
が
少
し
多
め
に
あ
っ
た

が
、
３
年
度
予
算
で
は
取
り

崩
し
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も

負
担
金
が
増
加
す
る
要
因
と

な
っ
た
。

問　

廃
ビ
ニ
ー
ル
や
廃
ポ
リ
の

処
理
補
助
に
つ
い
て
。

答　

農
作
業
で
使
用
す
る
ビ

ニ
ー
ル
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
が

不
法
に
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
を

防
止
す
る
た
め
の
処
理
費
用

の
一
部
を
負
担
。
Ｊ
Ａ
が
廃

ビ
ニ
ー
ル
、
廃
ポ
リ
の
回
収

を
行
い
、
甘
楽
富
岡
地
区
農

業
用
廃
資
材
等
適
正
処
理
推

進
協
議
会
へ
補
助
し
て
い

る
。

問　

県
で
は
令
和
２
年
度
で

「
ぐ
ん
ま
の
木
で
家
づ
く
り

支
援
事
業
」
が
終
了
す
る
と

い
う
事
だ
が
、
新
年
度
の
予

算
計
上
に
つ
い
て
説
明
を
。

答　

県
事
業
は
令
和
２
年
度
で

終
了
だ
が
、
下
仁
田
町
と
し

て
は
、
今
後
も
継
続
実
施
を

考
え
て
い
る
。
規
模
に
応
じ
、

30
万
円
と
40
万
円
で
設
定
し

た
い
。
例
年
３
件
か
ら
４
件

の
申
請
な
の
で
、
40
万
円
×

３
件
の
１
２
０
万
円
を
予
算

計
上
し
た
。

問　

財
源
は
一
般
財
源
か
。

答　

一
般
財
源
で
あ
る
。

問　

森
林
環
境
譲
与
税
は
利
用

で
き
な
い
の
か
。

答　

県
担
当
者
に
確
認
し
た

が
、
利
用
は
で
き
な
い
と
い

う
事
で
あ
る
。
個
人
に
対
し

て
の
補
助
と
い
う
事
と
、
こ

の
事
業
を
実
施
し
た
こ
と
に

よ
り
木
造
住
宅
を
建
築
す
る

と
は
考
え
に
く
い
た
め
と
の

見
解
で
あ
っ
た
。

問　

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
委
託

料
の
内
容
は
。

答　

猟
友
会
へ
の
委
託
料
。

問　

鹿
や
猪
の
捕
獲
に
対
す
る

支
払
い
で
は
な
い
の
か
。

答　

猟
友
会
員
が
捕
獲
し
た
実

績
に
基
づ
い
て
、
委
託
料
を

支
払
っ
て
い
る
。

問　

令
和
２
年
度
捕
獲
頭
数

は
。

答　

元
年
度
は
鹿
５
８
９
頭
、

２
年
度
は
12
月
末
ま
で
の
集

計
で
９
１
０
頭
と
３
２
１
頭

増
加
、
猪
は
前
年
度
２
０
７

頭
、
今
年
度
83
頭
と
１
２
４

頭
減
少
。

問　

令
和
３
年
度
の
捕
獲
予
測

は
。

答　

鹿
は
８
６
５
頭
、
猪
１
６
５

頭
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　

令
和
３
年
度
の
報
奨
金
単

価
は
。

答　

鹿
成
獣
１
万
円
、
猪
成
獣

１
万
４
千
円
は
令
和
３
年
度

も
同
額
予
定
。
鹿
と
猪
の
幼

獣
は
現
在
５
千
円
だ
が
、
令

和
３
年
度
か
ら
１
万
円
に
増

額
す
る
こ
と
で
猟
友
会
と
協

議
済
。

問　

幼
獣
の
金
額
を
上
げ
た
の

は
評
価
す
る
。
た
だ
富
岡
市

は
２
万
円
と
の
こ
と
。
値
上

げ
の
検
討
は
さ
れ
た
の
か
。

答　

富

岡

市

は

今

年

度

鹿

２
８
１
頭
、
下
仁
田
町
は
鹿

９
１
０
頭
と
３
倍
の
開
き
が

あ
り
、
町
の
持
ち
出
し
が
大

幅
増
加
と
な
る
。
猟
友
会
と

は
、
令
和
３
年
度
は
同
額
で

行
う
こ
と
で
協
議
済
。

問　

令
和
３
年
度
中
に
報
奨
金

の
見
直
し
検
討
、
改
善
を
し
、

令
和
４
年
度
予
算
に
反
映
さ

せ
て
ほ
し
い
。

問　

創
業
促
進
事
業
の
説
明

を
。

答　

町
内
で
創
業
又
は
町
内
企

業
で
現
在
行
っ
て
い
る
事
業

と
は
別
の
事
業
を
新
た
に
創

業
す
る
者
に
対
し
、
創
業
に

要
す
る
経
費
の
一
部
を
支
援

す
る
事
業
で
、
補
助
率
２
分

の
１
、
上
限
１
０
０
万
円
で

３
件
分
３
０
０
万
円
予
算
計

上
。

問　

過
去
に
何
件
あ
っ
た
か
。

答　

令
和
２
年
度
５
件
、
令
和

元
年
度
３
件
、
平
成
30
年
度

３
件
。

問　

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
対
象

に
な
る
の
か
。

答　

創
業
す
る
者
に
対
し
て
の

補
助
金
で
、
店
舗
の
改
修
費

用
や
、
設
備
購
入
費
な
ど
が

対
象
。

問　

市
町
村
提
案
型
困
難
地
整

備
支
援
の
説
明
を
。

答　

ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
基
金
事

業
の
要
望
が
あ
っ
た
箇
所
に

つ
い
て
の
森
林
全
伐
事
業
。

問　

今
ま
で
の
実
績
、
箇
所
数

と
伐
採
面
積
は
。

答　

令
和
３
年
度
見
込
み
を
含

め
、
全
28
カ
所
、
全
伐
は
約

11
・
５
ha
、
間
伐
約
２
・
５
ha
。

問　

事
業
の
目
的
で
あ
る
森
林

整
備
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

道
路
沿
い
の
ス
ギ
や
ヒ

ノ
キ
の
全
伐
を
行
っ
て
い
る

が
、
伐
採
後
に
は
広
葉
樹
の

植
栽
等
も
行
っ
て
お
り
、
樹

種
転
換
と
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
。

伐
採
前

伐
採
後

予

算

質

疑
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審 議 結 果
審

議

結

果

議
案
番
号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　議　案　名　等

小
井
土
光
弘

大
手
博
幸

佐
々
木
信
也

岡
田
邦
敏

木
暮
弘
元

岩
崎
正
春

佐
藤
　
博

千
野
榮
治

堀
口
博
志

岡
田
武
二

佐
藤
公
夫

審
議
結
果

1
下仁田町固定資産評価審査委員会委員の選任について

（飯島富司氏を選任する同意）
○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

2
群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議について

（館林市が事務組合の組織団体となったため）
○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

3

下仁田町の特別職の職員で非常勤のものの諸給与支給条例の

一部を改正する条例

（予防接種健康被害調査委員会の追加）
○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

4
下仁田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

（地方税法施行令の改正による）
○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

5
下仁田町福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例

（群馬県福祉医療費補助金交付要綱の一部改正による）
○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

6
下仁田町介護保険条例の一部を改正する条例

（保険料基準額を月額５, ４５０円から５, ７００円に改正）
○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

7

下仁田町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例

○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

8

下仁田町小口資金融資促進条例の一部を改正する条例

○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

9

しもにた ・ ほたる山公園の設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例
○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

10
下仁田町町営住宅設置条例の一部を改正する条例

（令和２年度に完成した棟を追加）
○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

11

下仁田町浄化槽整備事業の分担金の特例に関する条例の

一部を改正する条例

（分担金軽減の特例期間を令和６年３月３１日まで延長）
○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

12
西牧防災研修施設の設置及び管理に関する条例

（旧西中跡地に建設された施設に関する条例制定）
○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

13
指定管理者の指定について （下仁田町福祉作業所）

（「下仁田町福祉作業所育成会」 に指定管理）
○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

14
指定管理者の指定について （下仁田町起業支援テレワークオフィス）

（「（株） サンアメニティ」 に指定管理）
○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

15

令和２年度下仁田町一般会計補正予算 ( 第５号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

16

令和２年度下仁田町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

17

令和２年度下仁田町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

３月定例会 (８日～１８日開催）　　　　　
○は賛成、×は反対を表しています。

(島﨑紘一議長を除く１１人で採決を行います。)

審

議

結

果

介護支援専門員を管理者とすることができる経過措置を、

人材確保に関する状況を考慮し令和９年３月３１日まで猶予

するもの。（ ）
信用保証協会による保証の対象外業種をコロナ禍を踏ま

え見直し（ ）

平成１３年開設以来未改定の施設使用料を、 近隣同様施

設状況や維持管理費増加を鑑み増額

歳入歳出７３７万８千円追加し、

総額６３億９, ４６５万２千円とする補正

歳入歳出１, ３８０万９千円減額し、

総額９億３, ０９９万１千円とする補正

歳入歳出９０２万７千円減額し、

総額１億３, ７１４万３千円とする補正

（

（

（

（

）

）

）

）
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議
案
番
号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　議　案　名　等

小
井
土
光
弘

大
手
博
幸

佐
々
木
信
也

岡
田
邦
敏

木
暮
弘
元

岩
崎
正
春

佐
藤
　
博

千
野
榮
治

堀
口
博
志

岡
田
武
二

佐
藤
公
夫

審
議
結
果

18

令和２年度下仁田町介護保険特別会計補正予算 （第２号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

19

令和２年度下仁田町浄化槽整備事業特別会計補正予算 （第２号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

20

令和２年度下仁田町水道事業会計補正予算 （第２号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

21
令和３年度下仁田町一般会計予算

( 歳入歳出４６億９, １００万円）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

22
令和３年度下仁田町国民健康保険特別会計予算

( 歳入歳出９億２, ６１０万１千円）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

23
令和３年度下仁田町後期高齢者医療特別会計予算

( 歳入歳出１億５, １５６万９千円）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

24
令和３年度下仁田町介護保険特別会計予算

( 歳入歳出１４億１, ２４８万４千円）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

25
令和３年度下仁田町浄化槽整備事業特別会計予算

( 歳入歳出８, ２０４万円）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

26

令和３年度下仁田町水道事業会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

27

下仁田町議会会議規則の一部を改正する規則

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

28 最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

歳入歳出１, ９３０万８千円減額し、

総額７, ５０２万９千円とする補正（ ）

事業収益２億４, ６４４万６千円、 事業費用２億４, ３５３万２千円、

資本的収入９, ３３１万４千円、 資本的支出１億６, ３６６万２千円（ ）

男女の議員が活動しやすい環境整備の一環として、 出産、

育児、 介護など議会への欠席事由を整備するとともに、 出

産については母性保護の観点から産前・産後の欠席期間を

規定（ ）

歳入歳出３, ４８１万４千円追加し、

総額１４億１２７万４千円とする補正（ ）

事業収益２５５万４千円減額、 事業費用７６６万７千円減額し、

収益２億４, ５４６万５千円、 費用２億４, １２０万４千円とし、 資本

的収入５４０万４千円減額、資本的支出１, １７３万８千円減額し、

資本的収入９, ０１２万７千円、 資本的支出１億５, １９１万９千円と

する補正（ ）

受付
番号

件　名 申請者
審議
結果

1
「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を

求める陳情書

群馬県労働組合会議　　 

議長　五十嵐弘幸
採択

2 別居・離婚後の父母による子どもの共同養育に関する陳情
ぐんま子ども愛育の会　　 

会長　猪熊篤史

継続 

審査

陳情の審査結果

審 議 結 果

３月定例会 (８日～１８日開催）　　　　　
○は賛成、×は反対を表しています。

(島﨑紘一議長を除く１１人で採決を行います。)

審

議

結

果



9

◆
富
岡
甘
楽
広
域
圏
議
会

　
令
和
３
年
３
月
定
例
会

　
　
　
　
（
2

月
24

日
開
催
）

・
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

・
消
防
本
部
設
置
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

・
群
馬
県
市
町
村
公
平
委
員
会

を
共
同
設
置
す
る
地
方
公
共

団
体
へ
の
加
入
に
つ
い
て

・
公
平
委
員
会
設
置
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

・
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
の
規
約
変
更
に
関
す
る

協
議
に
つ
い
て

・
一
般
会
計
予
算
関
係
市
町
村

負
担
金
の
分
賦
割
合
に
つ

い
て

・
令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算

・
衛
生
管
理
セ
ン
タ
ー
事
業
特

別
会
計
予
算
関
係
市
町
負

担
金
の
分
賦
割
合
に
つ
い

て
・
衛
生
管
理
セ
ン
タ
ー
事
業
特

別
会
計
予
算

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　
　

以
上
の
全
10

議
案

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

◆
下
仁
田
南
牧

医
療
事
務
組
合
議
会

　
令
和
３
年
第
１
回
定
例
会

（
３
月
１
・
５
・
22

日
開
催
）

・
監
査
委
員
の
選
任
同
意
に
つ

い
て
（
茂
木
吉
成
氏
）

　
　
　

 
 

全
会
一
致
で
同
意

・
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
の
規
約
変
更
に
関
す
る

協
議
に
つ
い
て

・
組
合
管
理
者
、
副
管
理
者
の

給
与
の
特
例
に
関
す
る
条

例
・
令
和
２
年
度
補
正
予
算
（
第

２
号
）

　
　

以
上
の
３
議
案

　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

・
令
和
３
年
度
予
算

　
　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決

◆
甘
楽
西
部
環
境
衛
生

施
設
組
合
議
会

　
令
和
３
年
第
１
回
定
例
会

（
３
月
２
日
・
22

日
開
催
）

・
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
の
規
約
変
更
に
関
す
る

協
議
に
つ
い
て

　
　
　

 
 

全
会
一
致
で
可
決

・
監
査
委
員
の
選
任
同
意
に
つ

い
て
（
茂
木
吉
成
氏
）

全
会
一
致
で
同
意

　
　・

令
和
２
年
度
補
正
予
算
（
第

３
号
）

・
令
和
３
年
度
予
算

　
　

以
上
の
２
議
案

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

群
馬
県
町
村
議
会
議
長
会

定
期
総
会

　
令
和
３
年
２
月
16

日(

火)

　
　
　
　
群
馬
県
市
町
村
会
館
　
　
　

　
　
　
　
（
島
﨑
議
長
出
席
）

　

山
本
一
太
群
馬
県
知
事
（
副

知
事
代
理
出
席
）
、
萩
原
県
議

会
議
長
、
茂
原
町
村
会
長(

甘

楽
町
長)

を
来
賓
に
迎
え
て
開

催
。

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

伝
達
等
の
後
、
令
和
３
年
度
事

業
計
画
及
び
予
算
等
が
原
案
の

と
お
り
決
定
。

　

な
お
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
実

施
事
業
減
少
の
た
め
、
町
村
負

担
金
が
半
減
と
な
り
ま
し
た
。

バ
ス
納
車
式

　
令
和
３
年
４
月
14

日(

水)

　
　
　
　
　
　
バ
ス
事
務
所

（
島
﨑
議
長
・
岡
田
武
二

　
　
総
務
常
任
委
員
長
出
席
）

　

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
」
を
財
源
と
し
購
入
。
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
を
確
保
し
、
安
心
し

て
乗
車
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。　

　

乗
車
定
員
33
名
で
、
低
く
平

ら
な
床
で
乗
降
し
や
す
く
、
車

い
す
な
ど
の
固
定
装
置
、
着
脱

式
車
い
す
ス
ロ
ー
プ
板
、
新
し

い
外
気
導
入
モ
ー
ド
、
自
動

開
閉
ド
ア
な
ど
の
機
能
を
装

備
、
下
仁
田
葱
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
ツ
ー
ト
ン
色
で
、
後
部
に

「
に
ゃ
く
っ
ち
」
の
プ
リ
ン
ト

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
し

も
に
た
バ
ス
で
利
用
し
ま
す
。

　

広
域
圏
・
病
院
・
環
境
衛
生
議
会
ニ
ュ
ー
ス

議 

員 

参 

加 

の 

行 

事 

報 

告

町村議会議長会定期総会

下仁田南牧医療事務組合が

運営する下仁田厚生病院

甘楽西部環境衛生施設組合が

運営するごみ焼却場

※甘楽西部環境衛生施設組合とは
ゴミ処理・し尿処理・リサイクル・火葬業務を下仁田町と南牧村共同で行う一部事務組合で、
管理者は下仁田町長、副管理者は南牧村長。下仁田町議会から６名、南牧村議会から４名
の議員が選出され、組合議会を構成している。

行

事

報

告

・

広

域

圏

等

議

会
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二
〇
二
一
年
　
春
号

（
第
　
93

　
号
）

群
馬
県
甘
楽
郡
下
仁
田
町
大
字
下
仁
田
六
八
二
番
地

発
行
／
下
仁
田
町
議
会
議
長　

島
﨑　

紘
一

編
集
／
広
報
発
行
特
別
委
員
会　

☎

０
２
７
４-

６
４-

８
８
１
０

印
刷
／
荒
瀬
印
刷
株
式
会
社

編
集
室
か
ら

　

朝
方
、
裏
庭
が
騒
々
し
い

の
で
行
っ
て
み
る
と
、
ハ
ク

ビ
シ
ン
が
出
没
し
、
犬
の
餌

を
食
べ
に
来
て
格
闘
し
、
犬

に
取
り
押
さ
え
ら
れ
て
い
た
。

　

山
間
地
の
一
人
暮
ら
し
の

老
主
婦
が
、
キ
ュ
ウ
リ
や
ト

マ
ト
な
ど
を
作
る
と
、
い
つ

の
間
に
か
み
ん
な
食
べ
ら
れ

て
し
ま
う
。
昔
ネ
ズ
ミ
を
捕
っ

た
の
を
思
い
出
し
、
子
ど
も

に
箱
わ
な
を
買
っ
て
き
て
も

ら
い
、
畑
の
隅
に
仕
掛
け
た
。
ハ
ク
ビ
シ
ン
や
タ
ヌ
キ
が
捕
れ

た
と
い
う
。
「
こ
れ
で
作
っ
た
野
菜
が
食
べ
ら
れ
そ
う
だ
。
」
と

う
れ
し
そ
う
に
話
す
顔
を
見
る
と
、
何
も
言
う
こ
と
が
出
来
ず

「
け
が
を
し
な
い
よ
う
に
。
」
と
言
っ
て
帰
っ
た
。

　

一
年
ほ
ど
し
て
、
そ
の
老
主
婦
の
畑
を
見
る
と
荒
れ
て
い
る

の
で
話
を
聞
く
と
、
話
が
広
が
り
、
捕
ま
え
る
に
は
許
可
を
取

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
注
意
さ
れ
、
箱
わ
な
を
取
り
外
し
た

と
い
う
。

　

今
は
亡
き
老
主
婦
の
畑
は
も
ち
ろ
ん
、
周
り
の
畑
は
全
部
耕

作
放
棄
地
に
な
り
、
草
木
が
生
い
茂
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

岡
田
武
二

議
会
だ
よ
り

広
報
発
行
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

佐
藤　
　

博

副
委
員
長　

大
手　

博
幸

委
員　
　
　

小
井
土
光
弘

　
　
　
　
　

佐
々
木
信
也

　
　
　
　
　

岡
田　

邦
敏

　
　
　
　
　

堀
口　

博
志

　
　
　
　
　

岡
田　

武
二

　

下
仁
田
町
の
恵
ま
れ
た
自
然

や
地
質
の
魅
力
を
発
信
す
る
た

め
、
平
成
22
年
４
月
に
旧
青
倉

小
学
校
校
舎
を
活
用
し
開
設
。

実
物
標
本
を
見
た
り
触
っ
た
り

自
分
で
調
べ
ら
れ
る
よ
う
な
工

夫
や
、
最
新
情
報
の
展
示
に
努

め
、
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
拠

点
展
示
施
設
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
収
蔵
品
の
中
に
日
本

初
と
な
る
ホ
タ
ル
の
化
石
が
あ

る
こ
と
が
研
究
で
明
ら
か
に
な

り
、
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
展
示
・
活
動
等
が

評
価
さ
れ
、
３
月
17

日
付
で
群

馬
県
教
育
委
員
会
か
ら
※
登
録

博
物
館
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
さ
れ
た
方
や
観
察
会
等

に
参
加
さ
れ
た
方
が
、
学
び
た

い
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
る
よ

う
な
運
営
を
目
指
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

・
開
館
時
間
：
９
時
～
16
時
30
分

　
　
　

（
最
終
入
館
16
時
）

・
休
館
日
：
毎
週
水
曜
日

　
　
　

（
祝
日
の
場
合
翌
日
）

　
　
　
　

年
末
年
始

　
　
　

（
12
／
29
～
１
／
４)

・
入
館
料
：
一
般
２
０
０
円　
　
　
　
　
　
　

 
　
　
　

高
校
生
以
下
１
０
０
円

　

※
20
名
以
上
団
体
割
引

　
　

・
小
学
生
未
満
、
町
民
無
料

　
　

・
障
害
者
手
帳
持
参
の
方

　
　
　

及
び
そ
の
介
護
者
１
名　

　
　
　

は
免
除
（
障
害
者
手
帳

　
　
　

提
示
の
こ
と
）

・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
０
２
７
４-

70-

３
０
７
０

シ
リ
ー
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日本初のホタルの化石

（体長 11mm）

旧青倉小校舎を活用した自然史館外観と大崩山

耕作放棄地の例

自然史館内展示の様子

下仁田ジオパーク

ホームページ

 なお、新型コロナウイルス感染症
拡大防止を考慮し、体温３７.５℃
以上の方、体調不良の方は、議会傍
聴をご遠慮いただきますようお願い
申し上げます。

議会関連のお問い合わせは

☎0274-64-8810

議会だより、会議録の他、町の情報は

右記のホームページをご覧下さい。http://www.town.shimonita.lg.jp/

次の定例会は６月です

群
馬
県
教
育
委
員
会
よ
り

登
録
博
物
館
に
認
定
！

３月１７日付

※
県
内
21
番
目
、
甘
楽
郡

富
岡
市
管
内
で
は
、
富

岡
市
の
「
富
岡
市
立
美

術
博
物
館
・
福
沢
一
郎

記
念
美
術
館
」
と
「
県

立
自
然
史
博
物
館
」
の

２
ヵ
所
に
続
く
認
定
。


